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サービス付き高齢者向け住宅の登録制度に係る推奨すべき入居契約書の作成等事業の 

審査結果について 
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次のとおり、サービス付き高齢者向け住宅の登録制度に係る推奨すべき入居契約書の作成等事業

に係る企画提案書を特定しましたので、報告します。 
 
＜募集期間＞ 
平成２３年６月上旬～平成２４年３月３１日 

 
＜提案者及び評価結果＞ 
○サービス付き高齢者向け住宅の登録制度に係る推奨すべき入居契約書の作成等事業 
提案者：２者（一般社団法人全国賃貸不動産管理業協会、 

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社） 
評価 ：別紙の通り、一般社団法人全国賃貸不動産管理業協会の企画提案書を特定した。 

  



（別紙） 
 
□サービス付き高齢者向け住宅の登録制度に係る推奨すべき入居契約書の作成等事業を行う者の審

査結果について 
 
・公募期間：平成２３年５月２３日～平成２３年６月３日 
・説明書配布者：２者（一般社団法人全国賃貸不動産管理業協会（Ａ）、 

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社（Ｂ）） 
・提案者：２者（同上） 
・評価 

要件 考え方 評価結果 

（Ａ） 

評価結果 

（Ｂ） 
(1)事業の実施に関する要件 

・事業の実施の方法等の事業の実施に関す

る計画が、事業の適確な実施のために適

切なものであること。 

事業の実施に関する計画

が、事業の目的に照らし適

切なものであるかどうか。

○ ○ 

(2) 技術能力及び組織・人員に関する要件 
・事業を実施する上で必要な情報収集能力、

専門的な知見を有していること等、事業

を的確に遂行する能力を有すること。 
・事業を実施する上で過度な組織・人員の

配置を行っていないか。 

推奨すべき入居契約書の

作成や審査事務に関する

実績又はその知見や知識

を十分に有するかどうか。

事業を実施する上で適切

な組織・人員の配置である

かどうか。 

○ ○ 

(3) 事業に係る経理その他の事務についての

的確な管理体制及び処理能力に関する要

件 
・経理その他の事務について、的確な管理

体制、公平性及び中立性が高く、事業の

公正な実施に支障を及ぼすおそれがない

ものであること。 

適宜、事業に係る経理等の

処理を行う体制となって

いるか、事業実施が可能な

経営状況にあるか。 
 

○ ○ 

(4)公平性及び中立性に関する要件 
・営利を目的として本事業を行う者ではな

いこと。 
・その他事業を実施する上での公平性及び

中立性を有すること。 

事業者が、事業を実施する

上での公平性及び中立性

を有するかどうか。 
 
 

○ ○ 

(5)経営基盤に関する要件 
・事業に十分に専念できる経営基盤を有し

ているか。 

事業を円滑に遂行するた

めに必要な経営基盤を有

しているかどうか。 

○ ○ 

(6) 守秘性に関する要件 
・知り得た情報の秘密を厳守すること。成

果を活用したコンサルティング活動を行

わないこと。 

事業者の規定等において、

本事業において知り得た

情報を秘密にすること等

の規定を設けているかど

うか 

○ ○ 

※上記２社ともに、補助対象事業者に求められている（１）～（６）の要件については全て満たし

ており、事業費についても妥当と判断されるため、具体的業務についての的確性、専門性及び参考

見積において優位であった一般社団法人全国賃貸不動産管理業協会の企画提案書を特定した。 


